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「公共サービスにもっと投資を！」
キャンペーン　地域アピール行動
３月12日（金） 17：00～18：00

郡山駅前広場

全
議
案
賛
成
多
数
で
可
決

役
員
選
挙
全
員
信
任
さ
れ
る

県本部第108回
臨時大会
（書面開催）

　

経
過
・
議
案
に
対
し
て
５

単
組
か
ら
、
意
見
・
取
り
組

み
の
報
告
が
あ
っ
た
。

　

田
村
広
域
職
労

中
島
勝
代
議
員

　

田
村
広
域
行
政
組
合
解
散

に
伴
う
職
員
の
処
遇
に
つ
い

て
は
、
当
局
は
職
員
の
意
向

調
査
、
個
人
面
談
を
行
い
、

現
時
点
の
職
員
の
希
望
を
把

握
し
、
結
果
に
つ
い
て
各
自

治
体
で
検
討
す
る
こ
と
と

な
っ
て
い
る
。
２
月
の
事
務

折
衝
で
は
３
月
ま
で
に
職
員

の
処
遇
に
つ
い
て
決
定
す
る

予
定
で
あ
っ
た
が
、
最
終
的

に
６
月
ま
で
に
決
定
し
て
い

く
と
発
言
が
あ
っ
た
。
職
員

の
処
遇
に
つ
い
て
、
先
延
ば

さ
れ
て
い
る
中
で
、
組
合
員

全
員
が
納
得
し
た
結
果
が
得

ら
れ
る
よ
う
取
り
組
ん
で
い

く
。
今
後
も
県
本
部
の
支
援

を
お
願
い
す
る
。

　

広
野
町
職
労

久
保
田
隆
之
代
議
員

　

広
野
町
職
労
は
、
２
０
２

０
年
に
結
成
60
周
年
を
迎
え

る
こ
と
が
で
き
た
。
県
本

部
、
県
内
全
て
の
単
組
の
ご

支
援
に
感
謝
申
し
上
げ
る
。

記
念
式
典
は
、
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
の
た
め

中
止
に
せ
ざ
る
を
得
な
い
状

況
と
な
っ
た
が
、
50
周
年
以

降
の
四
役
と
し
て
組
合
を
支

え
て
い
た
だ
い
た
先
輩
組
合

員
に
町
職
労
第
60
回
定
期
大

会
で
感
謝
状
を
送
り
、
組
合

員
全
員
に
記
念
誌
・
記
念
品

を
配
付
し
、
結
束
を
新
た
に

し
た
。

　

ま
た
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
対
策
で
は
、
当

局
・
組
合
で
情
報
を
共
有
化

し
、
組
合
か
ら
対
策
案
を
提

示
す
る
な
ど
職
場
環
境
が
改

善
す
る
よ
う
に
取
り
組
ん
で

い
る
。
引
き
続
き
、
ご
理
解

と
ご
協
力
を
お
願
い
す
る
。

　

福
島
市
職
労

黒
津
正
孝
代
議
員

　

組
合
運
動
の
基
本
は
対
面

で
あ
り
、
機
関
会
議
の
書
面

開
催
で
の
会
議
資
料
の
送
付

だ
け
で
は
、
ど
の
よ
う
な
取

り
組
み
を
行
う
べ
き
か
、
単

組
は
混
迷
を
極
め
る
。
書
面

開
催
と
し
た
臨
時
大
会
も
２

月
９
日
ま
で
に
す
べ
て
の
手

　

県
本
部
第
１
０
８
回
臨
時
大
会
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
の
状
況
、
福
島
県
緊
急
対
策
の
不
要
不
急

の
外
出
自
粛
、
よ
り
一
層
の
感
染
拡
大
防
止
対
策
が
求
め
ら
れ
た
こ
と
か
ら
、
書
面
開
催
で
実
施
し
た
。

　

２
月
25
日
に
開
票
を
行
い
、
提
出
し
た
全
て
の
議
案
は
賛
成
多
数
で
可
決
、
２
０
２
１
年
度
役
員
選
挙
も
全
員
信

任
さ
れ
た
。
こ
の
間
の
単
組
・
代
議
員
の
皆
さ
ん
の
ご
協
力
に
感
謝
す
る
。
引
き
続
き
県
本
部
へ
の
結
集
、
２
０
２

１
春
闘
の
取
り
組
み
の
強
化
を
お
願
い
す
る
。

続
き
が
終
え
る
べ
き
で
は
な

い
か
。
春
闘
方
針
が
確
立
さ

れ
て
い
な
い
中
で
の
「
要
求

書
の
提
出
」
な
ど
甚
だ
疑
問

を
感
じ
る
。
オ
ル
グ
に
よ
る

春
闘
方
針
の
単
組
へ
の
直
接

提
起
や
オ
ル
グ
を
単
代
会
議

の
代
替
え
と
す
る
な
ど
創
意

工
夫
に
よ
り
こ
の
難
局
を
乗

り
越
え
る
べ
き
で
あ
る
。

　

全
県
選
出
内
局
専
従
役
員

の
空
席
に
つ
い
て
、
次
年
度

も
こ
の
状
態
が
続
く
こ
と
は

由
々
し
き
問
題
で
あ
る
。
県

本
部
は
し
っ
か
り
と
指
導
力

を
発
揮
し
、
年
度
途
中
で
も

空
席
を
埋
め
る
覚
悟
で
取
り

組
む
こ
と
を
強
く
要
望
す
る
。

　

参
議
院
選
挙
闘
争
に
つ
い

て
、
前
回
の
「
岸
ま
き
こ
」

県
内
得
票
数
を
考
え
れ
ば
厳

し
い
た
た
か
い
は
容
易
に
想

像
で
き
る
。
次
期
参
議
院
選

挙
で
は
速
や
か
な
ツ
ー
ル
等

の
配
付
、
個
人
名
で
の
支
持

拡
大
を
早
く
か
ら
取
り
組
む

べ
き
で
あ
る
。
政
治
闘
争
の

学
習
会
は
き
め
細
か
な
開
催

と
、
単
組
で
の
取
り
組
み
に

つ
い
て
問
題
が
発
生
し
た
場

合
は
、
県
本
部
が
全
て
責
任

を
取
る
こ
と
も
提
起
し
て
い

た
だ
き
た
い
。

　

国
保
連
労
組

豊
田
真
也
代
議
員

　

厚
労
省
の
「
審
査
支
払
機

能
の
在
り
方
検
討
会
」
は
、

国
保
連
合
会
と
支
払
基
金
に

つ
い
て
、
審
査
基
準
の
統
一

を
目
的
と
し
て
設
置
さ
れ
て

い
る
。
一
人
ひ
と
り
症
状
の

違
う
患
者
に
対
し
地
域
に
根

差
し
た
医
療
提
供
を
す
る
こ

と
に
つ
い
て
「
審
査
結
果
の

不
合
理
な
格
差
の
解
消
」
と

「
不
合
理
」
で
あ
る
と
決
め

つ
け
た
議
論
あ
り
き
で
話
が

進
ん
で
い
か
な
い
よ
う
、
ま

た
、
合
理
性
の
み
が
優
先
さ

れ
た
保
険
者
サ
ー
ビ
ス
が
低

下
し
な
い
よ
う
、
国
保
連
合

会
の
存
在
意
義
に
つ
い
て
発

信
し
て
い
く
。
今
後
と
も
変

わ
ら
ぬ
ご
支
援
を
お
願
い
す

る
。

　

い
わ
き
市
職
連
合

高
木
克
泰
代
議
員

　

給
与
改
定
の
団
体
交
渉
で

は
、
マ
イ
ナ
ス
改
定
と
な
っ

（
裏
面
に
続
く
）

退　任　役　員
中央執行委員長
　志賀　一幸（福島県職連合）
中央執行委員（連合福島担当）
　竹岡　博之（相馬市職労）
� 2020年10月まで
中央執行委員（県職総支部）
　吉田　　彰（福島県職連合）
中央執行委員（県職総支部）
　引地　力男（福島県職連合）
中央執行委員（県北総支部）
　五十嵐貴哉（伊達市職労）
中央執行委員（県南総支部）
　加藤　裕一（古殿町職労）
中央執行委員（浜総支部）
　志賀　寿三（双葉町職労）
中央執行委員（青年部）
　服部　孝徳（会津坂下町職労）
中央執行委員（女性部）
　齋藤惠理子（小野町職労）
中央執行委員（衛医評）
　和知　　聡（福島県職連合）
中央執行委員（社福評）
　佐藤　義幸（二本松市職労）
中央執行委員（公共民間）
　佐藤真一郎（川俣社協職）
会計監査
　根本　久男（福島県職連合）

　コロナ禍の中、2021春闘の取り組みにご奮闘いただいている組合員の皆さんに、
心から敬意を表します。
　本来であれば、２月９日開催の県本部第108回臨時大会において、代議員の皆様
に感謝とお礼を申し上げるところでしたが、新型コロナウイルス感染症対策の観
点から書面での大会開催といたしました。よって、大変恐縮ではありますが、紙
面でのあいさつで失礼いたします。2017年10月の県本部第101回定期大会で中央執
行委員長に選出され、昨年の４月からは離籍専従そして、この３月をもって退任
いたします。３年５ヵ月、無我夢中で大役を担ってきたところですが、福島県本
部のトップとしてやるべきことができたのかというと、反省することばかりです。
　就任時は福島県職連合委員長に就いていたため、11月からの５ヵ月間は両委員
長を兼務することになりました。「軸足は県本部！全力で職責を果たす。」と言い
ながら、能力も統率力もない者が精一杯取り組みはしたものの、思ったような結
果を出せなかったことが多々あり、単組の皆さんにご迷惑をおかけしたことお詫
び申し上げます。
　短い期間ではありましたが、常に組合は「組合員とその家族のためにある！」
このことを念頭におきながら、春闘・人勧期・確定期・諸課題の改善、そして各
級選挙闘争に取り組んできたところです。支えていただいた全ての組合員・仲間
の皆さんの、ご支援ご協力にあらためて感謝を申し上げます。本当にありがとう
ございました。
　また、県本部中央執行委員を今年度で退任される皆さん、大変お疲れ様でした。
心からお礼を申し上げます。併せて、新役員の皆さんには単組・組合員に寄り添い、
不安・不満の解消に努め、要望をつぶさに捉え、ご期待に応えられるよう十分力
を発揮していただければと思います。
　最後に、取り巻く環境は厳しさを増しておりますが、わたしたち公共サービス
を担うすべての労働者が自治労福島県本部の旗の下に結集し、さらなる団結によ
り組合員の生活と権利が向上することをご祈念し、お礼の言葉といたします。

全ての組合員に感謝！� 志賀一幸中央執行委員長

議案賛否開票結果

告示第３号　信任投票開票結果（2021年度役員）

　　投票総数　　210票
　　無効票数　　　0票
　　　白票数　　　0票
有効投票総数　　210票

　　投票総数　　207票
　　無効票数　　　1票
　　　白票数　　　1票
有効投票総数　　205票

承　

認

不
承
認

無　

効

白　

紙

議案１号 2020秋季確定闘争の中間総括
（案） 210 0 0 0

議案２号 自治労福島県本部2021春闘方
針（案） 210 0 0 0

議案３号 当面の闘争方針（案） 210 0 0 0

議案４号
県本部政治方針及び第26回参
議院選挙闘争の推進について
（案）

205 3 0 2

議案５号
県本部離籍専従役員の再雇用
に係る関係規約等の改廃につ
いて（案）

206 4 0 0

議案６号 2021年度一般会計・特別会計
補正予算（案） 210 0 0 0

議案７号 県本部離籍専従役員の承認に
ついて（案） 210 0 0 0

議案８号 県本部特別執行委員の選出に
ついて（案） 210 0 0 0

議案９号 上部団体等役員並びに各種委
員会委員の選任について（案） 210 0 0 0

議案10号
団生抜本改正に伴う福島県本
部募集メニュー（組織討議案）
について

208 0 0 2

議案11号 その他（提出なし）

2021年２月25日開票

2021年２月25日開票

役　職　名 氏　　　名 区　分 出身単組 信
任
不
信
任
無
効
白
紙

中央執行委員長 澤　田　精　一 離籍専従 南相馬市職労 198 7 1 1

副中央執行委員長 澤　村　英　行 非専従 福島県職連合 205 0 1 1

副中央執行委員長 鈴　木　　　茂 非専従 福島市職労 203 1 1 2

副中央執行委員長 曲　山　博　貴 非専従 玉川村職労 204 1 1 1

書 記 長 根　本　和　俊 専　従 福島県職連合 201 4 1 1

書 記 次 長 齋　藤　浩　昭 離籍専従 福島市職労 203 0 1 3

全県選出中央執行委員 飯　塚　美由希 専　従 喜多方市職労 204 1 1 1

自治労共済担当中央執行委員 坂　内　孝　浩 離籍専従 会津若松市職労 205 0 1 1

中央執行委員（県職） 鈴　木　貴　士 専　従 福島県職連合 205 0 1 1

中央執行委員（県職） 斉　藤　年　明 非専従 福島県職連合 204 1 1 1

中央執行委員（県北） 橘　内　佑　実 専　従 福島市職労 205 0 1 1

中央執行委員（県北） 遠　藤　一　也 非専従 二本松市職労 205 0 1 1

中央執行委員（県南） 中　村　裕　輔 専従 須賀川市職労 205 0 1 1

中央執行委員（県南） 芳　賀　正　和 非専従 平田村職労 205 0 1 1

中央執行委員（会津） 五十嵐　　　卓 専　従 磐梯町職労 205 0 1 1

中央執行委員（会津） 五十嵐　久　雄 非専従 喜多方市職労 205 0 1 1

中央執行委員（浜） 中　野　寿　一 専　従 いわき市職連合 205 0 1 1

中央執行委員（浜） 愛　場　　　学 非専従 大熊町職労 205 0 1 1

中央執行委員（青年部） 髙　木　壮　大 非専従 本宮市職労 205 0 1 1

中央執行委員（女性部） 花　房　敬　子 非専従 大熊町職労 205 0 1 1

中央執行委員（現業評） 遠　藤　知　浩 非専従 田村広域職労 205 0 1 1

中央執行委員（衛医評） 安　藤　淑　子 非専従 公立岩瀬病院職労 205 0 1 1

中央執行委員（社福評） 栃　本　髙　雄 非専従 南相馬市職労 205 0 1 1

中央執行委員（公企評） 溝　井　　　浩 非専従 石川町職労 205 0 1 1

中央執行委員（公共民間評） 伊　藤　和　男 非専従 福島市スポーツ振興公社職労 205 0 1 1

会計監査委員 和　知　　　聡 非専従 福島県職連合 205 0 1 1

会計監査委員 岡　田　浩　司 非専従 南相馬市職労 194 8 2 1

会計監査委員 菊　地　建　雄 非専従 会津美里町職労 205 0 1 1
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た
が
、
秋
季
要
求
の
団
体
交

渉
で
は
、「
子
育
て
支
援
休

暇
に
つ
い
て
、
子
ど
も
一
人

目
に
お
け
る
取
得
日
数
期
間

を
拡
充
、
調
理
員
の
採
用
に

つ
い
て
、
必
要
人
数
を
判
断

し
採
用
と
い
う
考
え
で
進
め

て
い
く
。
公
用
車
運
転
業
務

は
、
課
題
や
問
題
を
労
使
で

共
有
し
、
協
議
を
進
め
て
い

く
。」
と
の
前
進
回
答
を
引

き
出
し
た
。
春
闘
に
お
い
て

は
「
一
職
場
一
要
求
ア
ン

ケ
ー
ト
」
で
課
題
や
要
望
を

集
約
し
独
自
要
求
を
作
成
・

提
出
し
、
団
体
交
渉
を
実
施

す
る
。
ま
た
、
組
織
強
化
を

最
大
の
課
題
と
と
ら
え
、
組

合
加
入
率
の
向
上
と
組
合
活

動
へ
の
結
集
を
図
る
た
め
、

取
り
組
み
を
進
め
る
。

【
田
村
広
域
職
労
】

　

未
だ
に
解
散
後
の
組
合
員

の
身
分
の
取
り
扱
い
に
つ
い

て
決
定
し
て
お
ら
ず
、
当
局

の
不
誠
実
な
対
応
が
明
ら
か

と
な
っ
て
い
る
。
引
き
続
き
、

取
り
組
み
を
支
援
す
る
。

【
広
野
町
職
労
】

　

コ
ロ
ナ
禍
で
困
難
な
状
況

に
も
関
わ
ら
ず
更
な
る
団
結

を
図
ら
れ
た
こ
と
に
お
祝
い

を
申
し
上
げ
る
。
こ
の
間
の

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

拡
大
の
伴
う
取
り
組
み
に
対

し
て
敬
意
を
表
す
。
引
き
続

き
取
り
組
み
の
支
援
を
す
る
。

【
福
島
市
職
労
】

　

労
働
運
動
は
、
対
面
で
の

取
り
組
み
が
基
本
で
あ
る
こ

と
は
、
十
分
に
認
識
し
て
い

る
。
感
染
拡
大
防
止
の
た
め

２
月
ま
で
書
面
開
催
と
し
た
。

春
闘
方
針
等
の
議
案
承
認
後

で
は
取
り
組
み
に
影
響
を
及

ぼ
す
こ
と
か
ら
、
先
行
し
て

取
り
組
む
こ
と
と
し
た
。

　

内
局
専
従
役
員
の
欠
員

は
、
役
員
選
考
委
員
会
と
し

て
次
年
度
は
欠
員
を
生
じ
さ

せ
な
い
た
め
２
月
以
降
も
継

続
し
て
議
論
を
進
め
る
。

　

前
回
の
参
議
院
選
挙
闘
争

は
、
選
挙
区
と
セ
ッ
ト
で
の

取
り
組
み
と
な
り
、
取
り
組

み
の
遅
れ
、
個
人
名
で
の
投

票
の
徹
底
な
ど
大
き
な
課
題

が
残
っ
た
。
第
26
回
参
議
院

選
挙
で
は
、
全
て
の
単
組
で

「
鬼
木
ま
こ
と
」
氏
の
推
薦

決
定
を
進
め
、
県
本
部
の
政

治
闘
争
学
習
会
の
開
催
と
、

総
支
部
・
単
組
で
の
学
習
会

の
開
催
と
支
援
を
し
て
い

く
。
各
種
選
挙
闘
争
で
の
単

組
の
取
り
組
み
で
は
、
詳
細

な
提
起
と
指
導
を
行
っ
て
い

く
。
問
題
が
発
生
し
た
場
合

は
県
本
部
が
責
任
を
も
っ
て

対
応
す
る
。

【
国
保
連
労
組
】

　

県
本
部
も
、「
審
査
支
払

機
能
の
在
り
方
検
討
会
」
の

議
論
状
況
を
注
視
し
、
国
保

連
労
組
と
情
勢
を
共
有
し
、

取
り
組
み
を
支
援
す
る
。

【
い
わ
き
市
職
連
合
】

　

要
求
・
交
渉
に
よ
り
、
子

育
て
休
暇
制
度
の
拡
充
、
調

理
員
の
採
用
に
係
る
前
進
回

答
を
引
き
出
し
た
こ
と
に
敬

意
を
表
す
る
。
賃
金
労
働
条

件
の
改
善
は
、
組
合
員
の
声

を
聞
き
、
要
求
を
ま
と
め
粘

り
強
く
交
渉
す
る
こ
と
に
よ

り
勝
ち
取
る
こ
と
が
で
き

る
。
取
り
組
み
の
成
果
を
県

本
部
全
体
で
共
有
す
る
と
と

も
に
、
単
組
の
取
り
組
み
を

支
援
し
て
い
く
。

執
行
部
答
弁

「2021原発のない福島を！県民大集会」YouTubeで配信します
YouTube配信期間　2021年３月21日（日）～
（当日だけでなく一定期間視聴できますが、終了時期は現在調整中です）

URL　https://www.youtube.com/channel/
UCoG071toRiMzspo9Cixx15w

〒960-8105 福島市仲間町4番8号

TEL : 024-521-2515 FAX : 024-523-4660

東北ろうきん 検索

ろうきん
アンバサダー
高梨 臨

※ご利用手数料をいったんご負担いただく場合がございますが、
即時キャッシュバックいたします。

東北労働金庫 福島県本部

実質

ろうきんキャッシュカードなら、
ＡＴＭお引出し手数料が

2021年2月1日現在

自治労福島新年特集号

お年玉クイズ当選者発表
県本部賞　渡辺美智子さん（福島市職労）
　　　　　三本松麻衣さん（平田村職労）

お
年
玉
ク
イ
ズ
の
答
え
：

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

①
自
治
労
福
島
県
本
部
賞

　
「
商
品
券
５
万
円
」�

２
本

　

渡
辺
美
智
子
（
福
島
市
職
労
）

　

三
本
松
麻
衣
（
平
田
村
職
労
）

②
全
労
済
自
治
労
共
済
賞

　
「
カ
タ
ロ
グ
ギ
フ
ト
５
千
円
相
当
」�
10
本

　

松
本　

英
之
（
二
本
松
市
職
労
）

　

高
橋　
　

航
（
川
俣
町
職
労
）

　

渡
部
由
紀
子
（
須
賀
川
市
職
労
）

　

小
野　

修
司
（
浅
川
町
職
労
）

　

田
崎
美
記
子
（
西
会
津
町
職
労
）

　

小
林　

直
美
（
猪
苗
代
町
職
労
）

　

桑
折　

友
貴
（
南
相
馬
市
職
労
）

　

矢
吹　
　

萌
（
広
野
町
職
労
）

　

齋
藤　

晴
生
（
県
職
福
島
支
部
）

　

菊
地　

英
晃
（
県
職
北
会
津
支
部
）

③
自
治
労
県
本
部
お
年
玉
賞

　
「
ク
オ
カ
ー
ド
１
千
円
」�

30
本

　

早
田　

陽
子
（
福
島
市
職
労
）

　

関
根　

優
介
（
福
島
市
職
労
）

　

氏
家
万
智
子
（
伊
達
市
職
労
）

　

村
松　
　

和
（
二
本
松
市
職
労
）

　

安
田
理
香
子
（
本
宮
市
職
労
）

　

齋
藤　

竜
登
（
国
保
連
労
組
）

　

齋
藤　

隆
浩
（
棚
倉
町
職
労
）

　

小
室　

由
紀
（
塙
町
職
労
）

　

鈴
木　

直
人
（
矢
吹
町
職
労
）

　

小
松　

敦
美
（
西
郷
村
職
労
）

　

星　
　
　

丞
（
鏡
石
町
職
労
）

　

草
野　

智
子
（
石
川
町
職
労
）

　

白
井　
　

学
（
会
津
若
松
市
職
労
）

　

佐
藤　

良
彦
（
会
津
若
松
市
職
労
）

　

穴
澤　

佳
一
（
磐
梯
町
職
労
）

　

室
井　

伊
織
（
下
郷
町
職
労
）

　

遠
藤　

愛
菜
（
会
津
坂
下
町
職
労
）

　

長
谷
川　

猛
（
湯
川
村
職
労
）

　

會
田　

美
香
（
い
わ
き
市
職
連
合
）

　

小
屋
千
代
子
（
い
わ
き
市
職
連
合
）

　

原
田　

絢
也
（
南
相
馬
市
職
労
）

　

門
馬　

広
治
（
相
馬
市
職
労
）

　

太
田
真
知
子
（
富
岡
町
職
労
）

　

相
馬　

正
光
（
大
熊
町
職
労
）

　

遠
藤　

保
雄
（
県
職
本
庁
支
部
）

　

佐
藤　

健
斗
（
県
職
医
大
支
部
）

　

佐
久
間
静
枝
（
県
職
郡
山
支
部
）

　

林　
　

和
美
（
県
職
郡
山
支
部
）

　

渡
邉　
　

誠
（
県
職
北
会
津
支
部
）

　
小
島
原
美
智
恵
（
県
職
会
津
医
療
セ
ン
タ
ー
支
部
）

④
東
北
労
働
金
庫
福
島
県
本
部
長
賞

　
「
カ
タ
ロ
グ
ギ
フ
ト
１
万
円
相
当
」�
２
本

　

酒
井　

文
高
（
只
見
町
職
労
）

　

秋
元　

絵
理
（
川
内
村
職
労
）

⑤
こ
く
み
ん
共
済coop

福
島
推
進
本
部
長
賞

　
「
図
書
カ
ー
ド
５
千
円
」�

４
本

　

向
髙
美
由
紀
（
福
島
市
職
労
）

　

永
山　

直
美
（
会
津
坂
下
町
職
労
）

　

本
多　

貴
之
（
葛
尾
村
職
労
）

　

髙
木　

保
成
（
県
職
相
馬
支
部
）

�

※
応
募
総
数　

８
６
５
通

※
「
テ
ア
ラ
イ
ボ
ン
」
も
言
葉
に
な
り
ま
す

の
で
、
正
解
と
し
、
抽
選
を
行
い
ま
し
た
。

ま
た
、
Ａ
～
順
番
に
並
べ
た
回
答
も
あ
り

ま
し
た
が
、
言
葉
に
な
り
ま
せ
ん
の
で
不

正
解
と
な
り
ま
す
。
ご
了
承
願
い
ま
す
。

地震被害のご請求漏れはありませんか？

記
⑴　総合共済基本型
　　住宅の損害額が20万円を超える場合、住宅災害見舞金の対象
となります。

⑵　自治労住まいる共済
　①　火災共済にご加入の方で、住宅の損害額が20万円を超える
場合、地震等災害見舞金の対象となります。

　②　自然災害共済にご加入の方で、住宅の損害額が20万円を超
える場合、地震等特別共済金の対象となります。

　③　自然災害共済にご加入の方で、住宅・家財の損害額が100万
円を超える場合、地震等共済金の対象となります。

⑶　手続き
　①　被災状況の写真撮影や家屋・家財の修理の際の見積書もし
くは請求書等（修理内容の記載のあるもの）が必要となります。

　②　単組共済担当者経由で「自治労共済住宅災害連絡受付票」
を共済県支部へFAX（024-521-1728）で提出いただきます。

　③　後日、こくみん共済coop〈全労済〉福島推進本部損害調査部
署から連絡がありますので、その指示に従って手続きを進め
てください。

※災害は、広範囲にわたることから現地調査または書類審査に、相当な日数を
要することが想定されますので、予めご了承ください。

　２月13日（土）23：08頃に発生した福島県沖を震源とする地震によって被災さ
れた皆さまへ、心よりお見舞い申し上げます。
　さて、①総合共済基本型、②自治労住まいる共済へご加入いただき、下記
の内容で被災された方については、見舞金や共済金の支給対象となる場合が
あります。お忘れなくお手続きをお願いいたします。


